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施設の紹介



施設概要

施設名(略称)：量子理工学教育研究センター(QSEC)

設置場所：工学研究科原子核工学専攻放射実験室

大学加速器連携協議会加速器施設カタログより

加速器研究概要：

原子衝突，放射線物理学，材料科学，
生命科学に関連する研究，イオンビーム分析

維持グループ：

量子理工学教育研究センター，原子核工学専攻 関連教職員



加速器概要

2.「電子バンデ」1.「重イオンバンデ」

3.「タンデトロン」

4.「マイクロビーム」

大学加速器連携協議会加速器施設カタログより



「重イオンバンデ」

加速器型式：VI-40（三菱電機）

加速器名称：シングルエンドファ
ンデグラーフ型加速器

導入年：1969年

ターミナル電圧：2.5 MV

ビーム電流値：50 μA

加速エネルギー範囲：～2.0 MeV

大学加速器連携協議会
加速器施設カタログより



「電子バンデ」

加速器型式：VE-20（三菱電機）

加速器名称：シングルエンドファ
ンデグラーフ型加速器

導入年：1969年

加速粒子：電子

ターミナル電圧：2.0 MV

ビーム電流値：20 μA

加速エネルギー範囲：～2.0 MeV

大学加速器連携協議会
加速器施設カタログより



「タンデトロン」

加速器型式：4117（セイコー電子工業）

加速器名称：コッククロフト・
ワルトン型タンデトロン加速器

導入年：1988年

ターミナル電圧：1.7 MV

ビーム電流値：1～20 μA

イオン源：
デュオプラズマLi荷電変換負イオン源、
Csスパッタ負イオン源

加速エネルギー範囲：0.2～6.0 MeV

大学加速器連携協議会
加速器施設カタログより



「マイクロビーム」

加速器型式： 6SDH－2（米国NEC）

加速器名称：タンデム型ペレトロン加速器

導入年：2010年

ターミナル電圧：2.0 MV

ビーム電流値：１～20 μA

イオン源：
RF－Rb荷電変換負イオン源、
Csスパッタ負イオン源

加速エネルギー範囲：0.2～10.0 MeV

大学加速器連携協議会
加速器施設カタログより



所在地 工学研究科

原子核工学専攻

放射実験室



放射実験室



活動状況の紹介



マシンタイム表

利用グループ数：16（学内：11, 学外：5） 全45週間



実験テーマの変遷

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1972-1976 1982-1986 1992-1996 2002-2006 2012-2016

年 度

生物・化学

計測・開発

物理

分析・材料



総運転時間
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3回生向け学生実験

前期（重イオンバンデ，マイクロビーム）

• 飛跡の観測

• 大気PIXE分析

• PIGE分析

後期（タンデトロン，マイクロビーム）

• RBS分析

• イオン源，磁場分析

＊理学部物理の学生実験にも利用されている（散乱角分布）

200 220 240 260 280 300 320 340
0

50

100

150

200

250

300

Zn-K


Zn-K


Cu-K


C
o
u

n
ts

Channel

Cu-K
 5円玉



分析サービス

http://www.qsec.kyoto

-u.ac.jp/analysis.html



研究トピックス 1

エタノール液滴表面からの二次イオン質量スペクトル



研究トピックス 2

電荷変換

電子個数

TOF質量分析
3次元運動量

高速イオン衝突に伴う分子解離ダイナミクス



その他の活動

宇治キャンパス公開・オープンラボ

飛跡観測，大気PIXE分析

QSECシンポジウム（10月中旬）

招待講演，ポスター発表会

アニュアルレポート（英文）発行


